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ここにも二つの植物について書かれています。

qbsaidb bpaadata sand dafaaaum bpaaand qadata kb
クブサイドブ(花名)は風の時期に国土に十分な芽を付け、風と共に雨期を過ごす。

sdaraadarb aaqar k badar fab fada
気付けば幾らか残り、若い土地の後に成長し薬に終いになる。

nadafand fatb baadar aab bsb aaand
古くない頃に遠くの国の人は、空き地で全て人の手入れで横に寝かす。

baansb aafdassb pab satak aadaqand s
バアアン国やアアフダス国では、飛んだ蕾の後の幾らか古いものを集める。

dafdaaadar aum badasand aadata sad bfaaand sad
湿った空き地で、芽は様々に出入りするが昼間は固く新しくても固い。

kand said s sqdata kdar bfdaum sb saadata saab fab
しかし古くなると集まり、隠れている間に完全に新しい塊の手入れをする。
一時期ときどき薬をやる。

badar qab sandb aadata sad
成長し揺すると土になり昼間は固い。
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qbsaid baand nadab k badaum gdasad bqba daumbattb sanumsb
クブサイド(花名)は帯になって小さく無くなった後、塊に従って外側が
出入りし固まる。後々塊が変化し音を立てる。

stakbada qdata battb nadaqtb bqdasb kda aadaum bqb said sanrdaum
存在した後悪くなる。雨期に変化し暗くなくなり最後の成長の後小さくなる。
幾らかの塊が育ち古くなると日の当たる家へ置く。

nadaqb aadata and badata batqb sand fatb qtdata kand kand
小さく無い地域や一時的であっても数か月は良い地域の土は良い。
短い期間(の場合)はしかしながらしかしである。

baaaid saum aab saumdar baad sad daumkand battb qadar
まとめた手入は芽が全てで、芽の土地をいろいろ世話すると固くなる。
塊の後であるが、良い種は湿地に置く。

daqdata aab aadar fadar bdar ad aaad kand aatfb aabqb kaum
暗い時は全て放置し、遠い所では、生えた周りを置き納める(整理する)。
しかし見栄え良いのは全て水やりの領地である。

bada bqttb aatb sand aafab
決まりでは後から追加した土は混ぜる。

ところで、本文中の中央右の単語です。

bfdaaitaaab　ブフダアイウムアアブ

と書かれている様です。
直訳すれば「新しい種は見ている時だけ」の意味ですが、
恐らくは架空の花の名前でしょう。


